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み
な
さ
ん
は
、
世
界
各
国
に
ど
の
く
ら
い

沖
縄
県
系
人
が
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？

実
は
、
世
界
各
国
で
三
十
二
万
人
に
も
上

る
県
系
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
今
か
ら
百

年
ほ
ど
前
に
、
沖
縄
か
ら
南
米
、
北
米
、
ハ

ワ
イ
へ
の
移
住
が
始
ま
り
、
現
在
、
そ
の
子

弟
は
五
世
に
ま
で
至
っ
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
、
世
界
で
活
躍
す
る
ウ
チ
ナ
ー

ン
チ
ュ
を
介
し
て
沖
縄
に
関
連
す
る
様
々
な

分
野
で
国
際
交
流
を
活
発
に
し
、「
沖
縄
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
集
う
各
界
各
層
の
関
係
者

を
取
り
込
ん
だ
「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
想
」
を
打
ち
出
し
て
事
業
展
開
し

て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、
海

外
県
系
人
子
弟
を
本
県
に
招
待
し
、
県
内
の

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
本
県
の
歴
史
・
文

化
・
自
然
な
ど
の
体
験
学
習
を
し
ま
す
。

共
に
体
験
学
習
す
る
こ
と
で
、交
流
の
絆
、

母
県
沖
縄
と
の
絆
を
深
め
て
も
ら
い
、
次
世

代
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
担

う
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る

事
業
で
、
今
年
で
四
回
目
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

ボ
リ
ビ
ア
、
ペ
ル
ー
、
キ
ュ
ー
バ
、
ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
八
カ
国
か
ら

十
七
名
の
県
系
人
子
弟
が
参
加
し
、
県
内
か

ら
参
加
し
た
中
高
生
二
十
名
と
交
流
し
な
が

ら
母
県
沖
縄
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
七
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
七

日
ま
で
行
わ
れ
た
今
年
度
の
ツ
ア
ー
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

県本庁舎での歓迎セレモニー後、知事と
一緒に記念写真。これから始まるツアー
に不安と期待でいっぱいです。

沖縄の文化に親しむため、三線、エイサー、琉球舞踊とい
った伝統芸能を体験しました。それぞれ２時間程度の練習で
したが、三線では２曲演奏できるほどの腕前に、みんなで動
きを合わせたエイサーも楽しい思い出となったことでしょう。
午後は、本部町新里でエコツアーに参加。日頃見ることの

できない動植物との出会いに、県内参加者にとっても有意義
な体験だったようです。

本部町にある美ら海水族館を見学しました。世
界最大級を誇る巨大水槽を泳ぐジンベエザメやマ
ンタ等から、沖縄の海について学びました。
その後、サバニやバナナボートのマリンスポー

ツを体験。感動体験でみんなの心もひとつに。

特集３
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糸満市平和祈念公園内にある平和祈念資料
館、平和の礎などを訪れ、平和について学習し
ました。沖縄戦当時の状況について戦争体験者
から直接説明を受ける場面もあり、参加者それ
ぞれが平和について考えた一日となりました。

それぞれ異なる国から集まったメンバー
ということで、お互い緊張しながら始まっ
たスタディーツアーでしたが、１週間です
っかり仲良しに。さよならパーティーでは、
ジュニアによる各国の伝統舞踊が披露さ
れ、ツアーを通してお互いの国の素晴らし
い文化にも触れることができました。未来
のウチナーネットワークのために活躍する
日を目指して頑張れ！

学習ツアーの締めくくりとしてワークショップを行い
ました。それぞれの国の言葉で行われたグループ報告で
したが、ジェスチャーや同じウチナーンチュの仲間とい
う気持ちで通じ合い、しっかりまとまりました。

マ
リ
ネ
ー
ラ
・
ノ
ル
テ
ー
ニ
ャ

（
ペ
ル
ー
参
加
者
に
よ
る
ダ
ン
ス
）

タ
ン
ゴ
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

参
加
者
に
よ
る
ダ
ン
ス
）

沖縄県がまだ琉球王国で
あった頃の歴史を学ぶため、
那覇市にある首里城を見学。
午後は、紅型染め等で沖縄
の伝統工芸を学びました。

本
県
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
沖
縄
が
実
施
す
る

青
年
海
外
協
力
隊
な
ど
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

開
発
途
上
国
の
人
々
の
た
め
に
持
っ
て

い
る
技
術
や
経
験
を
生
か
し
て
み
た
い

と
い
う
、
強
い
意
欲
を
持
つ
方
の
希

望
を
か
な
え
る
の
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

開
発
途
上
国
の
社
会
あ
る
い

は
人
々
の
生
活
の
向
上
に
貢
献

す
る
こ
と
が
第
一
の
目
的
で

す
が
、
参
加
者
に
と
っ
て
は
、

国
際
性
の
向
上
や
定
年
退
職

後
の
生
き
が
い
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

本
県
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

二
百
五
十
三
名
（
青
年
二
百

二
十
七
名
、
シ
ニ
ア
二
十
六

名
）
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、

現
在
も
三
十
一
名
（
青
年
二

十
四
名
、
シ
ニ
ア
七
名
）
が
現

地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
秋
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。募
集
説
明
会
で
は
、

実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

た
県
出
身
者
の
体
験
談
も
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

さ
あ
、
今
年
こ
そ
あ
な
た
の
出
番
で

す
！

●お問い合わせ
県国際交流課
TEL.098-866-2479
FAX.098-869-9073

沖縄国際センター
（JICA沖縄）
TEL.098-876-6000

屋
良
高
志
さ
ん

（
ネ
パ
ー
ル
、
家
畜
飼
育
）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ポ
ス
タ

ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
り
、
予
防

接
種
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
牛
の

繁
殖
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
、
農
家

巡
回
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
活
動
自
体
は
全
て
が
う
ま

く
い
っ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
周
り
の
ネ
パ
ー
ル
人
と
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
の
二
年
間
は

大
変
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

ま
た
、
活
動
の
中
で
多
く
の

ネ
パ
ー
ル
人
に
出
会
い
、
日
本

で
は
で
き
な
い
よ
う
な
体
験
が

で
き
た
こ
と
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

仲
濱
努
さ
ん

（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
土
木
施
行
）

昨
年
度
は
二
度
も
大
災
害
が

あ
り
、
死
者
が
四
十
三
名
も
出

ま
し
た
。
そ
の
災
害
調
査
、
査

定
、
復
旧
計
画
を
米
国
災
害
救

援
隊
よ
り
自
分
が
計
画
し
た
通

り
に
、
復
旧
査
定
が
認
め
ら
れ

た
時
の
、
全
職
員
の
「
わ
あ
ぁ

…
」
と
い
う
歓
声
が
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
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●時間：午後２時半～午後４時半�
●場所：沖縄国際センター（JICA沖縄）�

●時間：午後２時半～午後４時半�
●場所：名護市中央公民館�

（第14回名護市生涯学習振興大会�
　『むんなれーフェスタ2004』会場にて）�

実際にボランティアに参加した方から
コメントをいただきました。より詳し
く聞きたい方は説明会へ！


